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●周囲の温度は生き物にどう影響する？生き物は自分の体温をどう調節している？
細胞レベルから行動レベルまで，見開き単位でわかりやすく解説

●熱中症やお風呂のヒートショックをはじめ，ネッククーラーのペルチェ素子，冷え症，こたっ，温／冷シップ，
桜の開花予想など，身近な話題も多数



「はじめに」より

（前略）内温（恒温）動物である私たちヒトも，風邪をひけば体温が40度近くまで上がることがあるので，
体温は必ずしも一定（恒温）ではないですし， 1日の中でさえ体温のリズムがあり，「変温」します．また，ヒト
を含めた哺乳類の体温が心理ストレス等によって上昇する現象が知られています．これは，体温が単に
一定に保たれるだけの生体パラメーターなのではなく，様々な環境のストレスを生き抜くためにダイナミック
に変動することを示しています．しかし，私たちヒトはリスのように冬眠できません，同じ霊長類である一部
のサルは冬眠できるのに．
こうした温度の不思議を理解するために本書を企画しました．温度と生命の基礎，ヒト・医学，動物，植物

の4つの部に分けて温度に関わる様々な俯報，知識を詰め込んだ事典です．この事典を手にとって学ぶ
ことで，「知恵熱」が出るかもしれません．この事典が，読者の方々の温度に関する理解を深める本となる
ことを願っています．
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はじめに

地球温暖化が叫ばれて久しく．今も毎年，地球の平均気温は上昇しています．

それによると，考えられる異常気象も増えています．また、夏になると，熱中症

が起こりやすく．毎年．多くの方が亡くなっています．一方，私たちは毎日，ニュー

スで翌日の天気のみならず最低気温，最高気温を気にしています．それは服装や

行動計画を立てる上で湿度は非常に重要な情報だからです．このように，温度は

私たちの生活と切っても切れない関係にあるのですが，私たちは温度のことをあ

まりよく理解していないかもしれません．

環境温度の感知は地球上の生物の生存にとって重要な機能の一つであり．ヒト

を含む哺乳類や鳥類などの内温（恒温）動物をはじめ，両生類．爬虫類．魚類と

いった外温（変温）動物，さらには無脊椎動物や単細胞生物に至るまで必須の機

能です．これはすべての生理応答が温度に依存して変動するためで，それぞれに

適した生育環境を得るために生物は進化の過程で多様な温度感知機構と温度適応

性を発達させてきました．摂氏 0 度で生存する生物もいれば．超好熱菌のように

摂氏 80 度以上の温度を好む生物もいます．一方，動物は温度を感知して行動す

ることができますが，植物は動くことができません．植物はよりすぐれた温度適

応能力を身につけてきたと考えることができます．

内温（恒温）動物である私たちヒトも．風邪をひけば体温が 40 度近くまで上

がることがあるので．体温は必ずしも一定（恒温）ではないですし． 1 日の中で

さえ体温のリズムがあり，「変温」します．また，ヒトを含めた哺乳類の体湿が

心理ストレス等によって上昇する現象が知られています．これは，体温が単に一

定に保たれるだけの生体バラメーターなのではなく，様々な環境のストレスを生

き抜くためにダイナミックに変動することを示しています． しかし．私たちヒト

はリスのように冬眠できません，同じ霊長類である一部のサルは冬眠できるのに．

こうした温度の不思議を理解するために本書を企画しました．温度と生命の基

礎，ヒト・医学，動物、植物の 4 つの部に分けて温度に関わる様々な情報，知識

を詰め込んだ事典です．この事典を手にとって学ぶことで，「知恵熱」が出るか

もしれません．この事典が，読者の方々の温度に関する理解を深める本となるこ

とを願っています．

2025 年 9 月

編集者代表富永真琴
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